
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町内会でも役員としてお世話になってい

ます会計理事の竹内熱志さんが秋の叙勲で

瑞宝双光章を受章されました。 

 新しい令和の時代に身近な方の受勲受章

に対しまして町内会のみんなで心からお祝

いしたいと思います。 

10月 4 日（金曜日）七飯町本町地区地域福祉祉推進会議で毎年行われている研修会に

例年より多い参加者 57 名で森町駒ヶ岳山麓にあるケアハウス（定員７０名）とデイサ

ービス（定員８０名）青雲の森を見学しました、南本町町内会から会長、藤田副会長さ

んと足立第３班理事さんが出席してホテル函館ひろめ荘で町内会員、民生委員・児童委

員、老人クラブ連合会で懇親会を行いました。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月３日（水曜日）副部会長を務める環境問題を取り扱うコミュニティ専門部会

の実態調査に南本町町内会会長の私が参加しました。 

 西大沼にある株式会社エネコープバイオガスプラント(生活協同組合)の施設でコ

ープさっぽろ函館店の野菜くず、一部大沼酪農家の糞尿をこの施設で発酵ガス化して

発電。北電に売電して、発電の後、その施設で出る堆肥を森町の農家に還元している

研究施設です。 

今、世界的に問題となっている CO2削減、原子力発電と化石燃料発電などからバイ

オガス発電、風力発電、地熱発電に変えるエネルギー転換という地球に優しい、環境

に優しい循環型の生活が求められている今日、この施設を拡張して大沼の畜産農家か

ら出る糞尿を全量持ち込めれば、大沼の水質汚染も解決することができる素晴らしい

施設です。 

 温暖化の影響で地球規模の天候異変が起こり、東日本一円の風水害の被害とか日本

だけでなく地球規模で災害が頻繁に起きております。 

 私たちはもっともっと自然に負荷をかけない生活を心掛けて行かなければならな

いと考えます。 

そうしなければ、次世代を担う子供たちに負の遺産を引き継ぐことになるという強

い危機感を感じる実態調査でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 以前から要望のありました町内会ゴミステーションにほうきとちり取りを備えつ

けました。 

 みんなでゴミステーションのまわりの環境美化に心掛けましょう。 

 

 予定より１週間延期して実施しま

したが幸いにも晴天で駅前通りの清

掃を実施することができました。 

 参加していただいた会員の皆様、大

変ご苦労様でした。 

 おかげさまで大変きれいに環境の

美化ができました。９時から始まり 

１０時頃解散いたしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町内会各班長さんにご苦労をお掛けして赤い羽根

共同募金活動を実施しました。 

 皆様のご協力をいただき３４，５００円の募金が

集まりました。 

 １１月１２日七飯町社会福祉協議会を通して七飯

町赤い羽根共同募金会に寄付いたします。 

 善意の募金は地域のために役立ちます。 

今、ニュースでも取り上げられている児童虐待等について、児童相談所の方のお話を

伺いながら、私たちができることを考えてみましょう！ 


